
９月１日に、由利Ｂ＆Ｇの長滝＊さんを講師に、５・６年生で着衣水泳を行いました。

「自分の命は自分で守る」ために、『水辺で危険なことになったら』どのようにして救助を待

てばよいのか具体的に教えていただき、その後プールで実際に練習しました。

＜教えていただいたこと＞

・人間の体は、身体の体積に対して、２%が水面に出て浮くことができる。
・直立状態だと、頭の上の２%だけが水面に出るため、口や鼻で息をすることができない。

背浮きをして、鼻や口が水面上に出るようにして救助を待つことが重要

長滝さんは、「水辺で遊ぶときには、体を浮かすことができる救命胴衣を身に付けてほしい。

救命胴衣を身に付けることで、いざというときに命を守ってくれる。」と、お話されておりまし

た。今年の夏も、水辺の悲しい事故のニュースを耳にしました。水辺の事故をゼロにするために、

危険を回避することはもちろんです。いざというときにどのようにして命を守ればよいのかとい

う知識とをその力を身に付けてほしいと思います。

背浮きの練習 救命胴衣を付けると簡単に こんなこともできました

浮くことができます

【教育目標】自ら考え 判断し 明日を創る子どもの育成

由利本荘市立大内小学校 校長室から
令和５年９月８日 Ｎｏ．１８

E-mail ouchi-es@edu.city.yurihonjo.akita.jp
http://www.city.yurihonjo.lg.jp/edu/ouchi-es/index.html
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体の２%は水面上に出て浮くことができるのだから

水
の
中
に
落
ち
た
ら

背
浮
き
で
救
助
を
待
ち
ま
す



５年自然教室 ９／６(水)～７(木)
６日（水）～７日（木）は５年生の自然教室でした。今週の天気予報では、雨天のため心配し

ておりましたが、１日目は柔軟に予定を入れ替えたりしながら、カヌー体験、プロジェクトアド

ベンチャーなどを行うことができました。２日目は爽やかな晴天に恵まれ、モルックを楽しんだ

り野外炊飯でカレー作りをしたり、自然の中でたくさんの体験活動を行うことができました。

子どもたちは自然の中で友達との交流を深め、元気に、しかも大いに楽しみました。

ありがとうございます～本をたくさんいただきました
地域の匿名の方から本を寄贈していただきました。

楽しみながら学ぶことができる大人気の本がたくさんです。

図書館で貸し出しします。たくさん読んでくださいね。

☆ 角川まんが学習シリーズ 計２０冊

☆ 角川まんが学習シリーズ 計２１冊

☆ こころをそだてるはじめての伝記 １０１人

☆ ファーブル昆虫記 名場面集Ⅰ

☆ ファーブル昆虫記 名場面集Ⅱ

☆ 発達障害・グレーゾーンの子がグーンと伸びた声かけ・接し方大全

↑大人向けの本です。職員室で活用させていただきます。

「読んでみたい」という方には貸し出します。連絡帳等でお知らせください。

由利本荘市科学作品展
由利本荘市科学作品展が開催されます。大内小学校から１４人のみなさんの作品を出

展しました。カダーレで開催されますので、お近くにおいでの際は是非ご覧になってく

ださい。

期日 ９月１６日（土）～１７日（日）

場所 由利本荘市文化交流館カダーレ 「ギャラリー１・２・３」


